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　目的　匁酔糾報肴jヽ15 ,小, 中，底l校を通，7 実践的・体験昨す習の一貫性とどもiこ，

生->Bへのif f已μ推調v"^ね■?I･ S ．眼蘇科印字習を暴も長く感晩しr-永のii.通を直し･?, 修

碍枝釘の維酋s*- j;ｋ･雁閤の状葬を知わヒ可うもの?'あ?・

　勣去　敢影

7卒茉昧の生活環境の刻ﾋふっい7 の記入調査を行っ胎。卸?生-の生ﾗ釦こ4:，ヽレr＝>)とｉ

る攻術ヒ死用の状柊をモ,調-i L r=。

　緬莱　J) if生,J，友，食・ik.娼1ヽ'手ブくり剤

7 の孤戦μ漣喝iこ哨用される- とをれダ)7 ‥る。　ユ)現か，･掌生の自已叫津庫状態r- 吋

T る認識ij､-/杞浦ヽ,傾向がヽ祚うれろ吼溥簾庚^^^βrしもiti < ,い。　3) it生ふょな't

の家斯?･の戊生剥こ哺連J る肛拳ヒし｡での衣齢T＼l.，孔雀'i 恣における手つ゛てリ芯向ほ

ど満くな<, 現欠，企業依頼ある，' at れb の仕李の･%ヽ孝一性を什わない生浩収栃乙f^ §二

乱ヽご々5れう。4-;教師とし7 営ん｢ざ准孵ぼ。生盾のl十の放if]- とレてばφT"しし$ 0ヽぐ

れていないボ，年齢的にぽ存分の叩于が社うれる．　5-) 個んま翫ぽ家旅の肆県･こ闇わう

もの卜しマ津生活を茅－,こあif, 々れ,こまっわう曝政円生屎,a: 南板，芦繊・闇?
,j々の吟

潭M叶りれびい，しｒし　午齢的に･J池沢認められる。　6 )社会的堵動への疹がB iこ(J,

奮を廂t るも"^ Tit年齢的こ恚。のぷろことか･Jﾅうれる。一方，岑昨7"? 函u 球と'イ)ま･

冷療と募甫とも同し"碑向ヵヽりﾅうn- r-。

F 4 ミモ/ソによる曲線縫いめ指導に関寸る所究（第1報）
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　a 的衿々･】冲紬一つけの曲線縫いμ直線縫いのμ験し力ヽないま使漣に乙-､て愈一易でμな

ぐ時哨力りヽかるので製糖島欲がう･すれがちであろ.カーヅに坦つfiまいヽ縫い回様μ手

ヽ乙足の如冬の調加え･ヽら誘られるもので■ 合理的な曲庫縫いの指尋が吠寥rヽある．本功呪で

μや争大曹まを対奪に突襟・紬ぶの型[;こ近い曲旅を用いて突験を行りい．　秘理的な曲嫁縫

いの指導峨に対‘する指針左得ようとt､に．

　郷去　鯉験老の遭定けサ} 欠咋釦3名を対幕どしft. 目嫁曲線μ2]r<. 300 cm の白検に

疲蚤50c≪L. 緩幅3、　6.　q ．12. ／5c。の5種ｱ)iE弦曲蝉を描いt 彫だ．謹輝 ミシンμ足　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
踏み乙電知の二種で糸をつ･1ずに1 en 当'/ 45S の針回で空踏みこせ、時哨ピS濾曲線から

のμすn を歩哨I に．

　結募　ﾀ:# で1 耳蘭服喫習乞々慎1 ft者5 A 忿熟練老、娘版哭習乞誓狐レていない新

＼まを初心名乙I に

　･)時闇ど鮮肆虔：足踏みミシンの湯合でμ熟練者(7) 方が球時聞て･ h るが．≪和2 シン゛為

合でμ初心'考の方が時間が早くなる. まrc熟練港μ足踏み、如といまI釘司L｀祷蛸である

のlて対して. 卸＼^^μ電動になる乙時間が早くなることダわヵヽつた.

2)ばすれど耘練成：熟練Mの偽者μ電知、足踏みどもμみit I が/Uヽさいのに対して、初1^゛

着の場合しば電知ミシンの方がばみ出しりりこさいこどびわかっrこ.

3)祷頌^ μすれの関係；祷哺が卑（なほ乱まみ弧心fl休之cなる乙とがわnヽつrこ

利呪に際し･≪御指妻i.賜わ'I i八代南知犬尊片村冶卯教授にIf 々ヽりお知呻いﾆ.げまi" ，


